
様式第２号  

平成２５年度   地 域 貢 献 特 別 研 究 費 実 績 報 告 書 

平成２６年３月３１日 

申  請  者 学科名 デザイン工学科 職 名 准教授 氏 名 
児 玉 由 美 子        

         印 

調査研究課題 岡山県ソフトミュージアム構想 

交付決定額 ７０００００ 

調査研究組織 

氏   名 所属・職 専門分野 役割分担 

代 

表 
児玉由美子 デザイン学部准教授 環境芸術 企画 

分 

 

担 

 

者 

西本一馬 岡山県商工会連合会 地域経済  

 

 

 

 

 

 

調査研究実績 

の概要○○○ 

 
地域貢献への 

反映を踏まえ 

て記述のこと 

今年度は 商工会メンバーのための 講演会は初めてのことで準備時間ということになっ

た。商工会代表者による慶應義塾大学ＭＢＡコースでの英語のセミナーへの参加実施 ・

ジャイカ職員で 大学教授の太田先生による岡山視察と景観原論授業での講演実施。 

噴水回りの水力発電による夜間照明の実験は まさなみ鉄工の自作による発電機で 

予定されているＬＥＤ機材に必要な電力が水力でどれくらいとれるか実験した。 

また高齢者も含むストレスケアの研究として 尾崎豊の音楽の医療実験が実施して 

リハビリの学会で国内 海外 両方で発表した。 

地域の商工会メンバーのための教育である講演会は 次年度実施する。 

 

次頁に続く 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査研究実績 

の概要○○○ 

 

 
地域貢献への 

反映を踏まえ 

て記述のこと 

 

 

成果資料目録 

リハビリ学会国内大会 イタリア国際学会 参加証明書・講演概要など資料 

水力発電実験結果 

慶應義塾大学大学院経営英語セミナー修了証書 

 

(成果資料等があれば添付すること。) 


